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 絶滅危惧種の特徴を 
    そのiPS細胞で解き明かす 

生物資源学類 バイオサイエンストピック 共催 

要旨 
原因や治療法がわからない病気を克服するために、iPS細胞が活用されている。
なぜなら、患者さんから樹立されたiPS細胞は、その患者さんの代わりにたくさんの
ことを教えてくれるからである。私達は、それを絶滅危惧種の解析に利用した。 
絶滅危惧種はその希少性から、安易に捕獲したり実験に利用することはできない。 
 絶滅危惧種アマミトゲネズミ（メス）の尾部先端から体細胞を増やし、そこからiPS
細胞を樹立した。アマミトゲネズミiPS細胞とマウスとの異種間キメラを作製したとこ
ろ、トゲネズミiPS細胞は、異種間キメラの全身に寄与した。さらに異種間キメラ生

殖巣の中で卵子や精子細胞にも分化した。この事実は、アマミトゲネズミ最大の
特徴でもある、『性染色体が雌雄共にXO型』という特徴を物語っていた。 
 本講演では、アマミトゲネズミiPS細胞の研究成果と今後について解説する。 
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